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①IRIによる現況調査

②調査の高速解析

住民＝利用者の役割

活用技術は（乗り心地）

道路パトロール・維持作業車の後輪に
「IRIプロファイラ」を装備して調査区間を
通常走行して一筆データの収集を行う。

野帳と伴に調査データを解析部門へ

▲

パトロールカー等によるプロファイル及び
画像の収集。専用車は不要

１．10㍍毎の IRI 値を画像に
　　貼り付ける

２．IRI 値と画像をMAPに貼り
　　付ける

３．損傷の悪い箇所付けをする

４．補修候補箇所付けをする

★税金が無駄なく使われているか？
★地域発展のベースとなっているか？
★地域全体として平等であるか？

①道路特定財源が一般会計に歳入されて
　公明性が高まり、関心が高まる。
②道路利用は「乗り心地」を経験体得
　しているので補修の評価が容易となる。

シミュレーション技術

利用者の体感乗り心地

IRIであれば共通
の理解が出来る ▲
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PCによるバーチャルシミュレーション
（QCモデル）
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